
創
政
会
　
　
　
青
栁
　
　
愼

社
会
環
境
の
変
化
に
対
応
し
本

市
か
ら
転
出
さ
れ
な
い
施
策
を

創
政
会
　
　
　
笠
間
　
功
治

今
後
の
厳
し
い
財
政
状
況
を

予
想
し
効
率
的
な
公
金
運
用
を

日
本
共
産
党
　
松
本
　
春
男

Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
な
ど
有
機
フ
ッ
素
化

合
物
の
危
険
性
へ
の
認
識
は

創
政
会
　
　
　
比
留
川
政
彦

部
局
を
超
え
て
課
題
に
取
り
組

む
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
と
は

創
政
会
　
　
　
武
藤
　
俊
宏

旧
保
健
医
療
セ
ン
タ
ー
に
移
転

す
る
児
童
相
談
所
へ
の
考
え
は

市の木「やまもみじ」

市公式マスコットキャラクター
「あやぴぃ」

議
会
用
語
の

　
　
ミ
ニ
知
識

「
本
会
議
と

�

委
員
会
」

議
会
の
会
議
に
は
、
大

き
く
分
け
て
本
会
議
と
委

員
会
が
あ
り
ま
す
。

本
会
議
と
は
、
議
員
全

員
で
構
成
す
る
会
議
の
こ

と
を
い
い
、年
4
回
3
月
、

6
月
、
9
月
、
12
月
に
開

催
さ
れ
、
必
要
に
応
じ
て

臨
時
会
も
開
催
さ
れ
ま

す
。
議
会
と
し
て
の
権
限

や
能
力
は
本
会
議
に
認
め

ら
れ
る
も
の
で
、
議
会
の

議
決
、
承
認
、
同
意
な
ど

は
、
こ
の
本
会
議
で
行
わ

な
け
れ
ば
法
的
な
効
力
は

あ
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
に
比
べ
委
員
会

は
、
議
会
の
内
部
組
織
と

し
て
、
議
員
の
一
部
を
も

っ
て
構
成
す
る
会
議
の
こ

と
を
い
い
、
議
会
の
運
営

を
協
議
す
る
議
会
運
営
委

員
会
の
他
に
綾
瀬
市
に

は
、
3
つ
の
常
任
委
員
会

と
基
地
政
策
特
別
委
員
会

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の

委
員
会
は
、
本
会
議
で
の

審
議
の
予
備
的
審
査
、
調

査
機
関
と
し
て
設
置
さ
れ

る
も
の
で
す
。

●
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
さ
ら
な
る
向

上
に
つ
い
て

Ｑ　

市
ス
マ
ー
ト
自
治
体
推
進

指
針
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
な
市

役
所
を
目
指
し
て
い
る
の
か
。

Ａ　

来
庁
し
な
く
て
も
24
時
間

い
つ
で
も
手
続
き
で
き
る
よ
う
、

原
則
す
べ
て
の
手
続
き
を
電
子
化

す
る
市
役
所
を
目
指
し
て
い
る
。

Ｑ　
「
書
か
な
い
市
役
所
」
の

よ
う
な
新
し
い
タ
イ
プ
の
市
役
所

窓
口
業
務
へ
ど
う
取
り
組
む
か
。

Ａ　

住
民
相
談
窓
口
の
オ
ン
ラ

イ
ン
化
や
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で

も
手
続
き
が
で
き
る
窓
口
環
境
の

整
備
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

Ｑ　

令
和
３
年
６
月
定
例
会
で

市
民
プ
ー
ル
の
設
置
に
関
す
る
一

般
質
問
を
行
っ
た
が
、
そ
の
後
ど

の
よ
う
な
検
討
を
さ
れ
た
の
か
。

Ａ　

幅
広
い
世
代
が
自
由
に
使

え
る
市
民
プ
ー
ル
は
魅
力
的
な
施

設
と
な
る
た
め
、
財
源
な
ど
の
課

題
も
あ
る
が
、
基
本
構
想
の
策
定

を
前
向
き
に
進
め
て
い
き
た
い
。

●
綾
瀬
市
駅
伝
競
走
大
会
に
つ
い
て

Ｑ　

前
回
の
第
44
回
大
会
は
、

開
会
式
と
表
彰
式
は
行
わ
ず
通
常

通
り
の
開
催
で
は
な
か
っ
た
。
第

45
回
大
会
は
、
参
加
者
の
記
憶
に

残
る
安
心
安
全
な
大
会
に
し
て
欲

し
い
と
思
う
が
、開
催
の
予
定
は
。

Ａ　

参
加
者
の
安
全
を
守
る
た

め
、
開
催
場
所
と
走
路
の
見
直
し

を
検
討
し
て
お
り
、
式
典
は
感
染

対
策
を
図
り
つ
つ
、
実
施
す
る
予

定
で
あ
る
。
式
典
で
は
、
厚
木
基

地
と
の
交
流
イ
ベ
ン
ト
も
予
定
し

て
お
り
、
参
加
者
の
記
憶
に
残
る

大
会
に
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

●
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
・
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
有
機
フ

ッ
素
化
合
物
の
危
険
性
に
つ
い
て

Ｑ　

県
は
有
機
フ
ッ
素
化
合
物

調
査
を
平
成
19
年
か
ら
行
い
、
26

年
に
は
引
地
川
の
土
壌
と
河
川
底

質
か
ら
高
い
数
値
が
検
出
さ
れ
て

い
る
が
、
把
握
し
て
い
る
か
。

Ａ　

県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表

さ
れ
て
お
り
、
把
握
し
て
い
る
。

Ｑ　

横
須
賀
市
や
座
間
市
は
、

独
自
に
河
川
の
水
質
調
査
を
行
う

と
の
こ
と
だ
が
、本
市
の
対
応
は
。

Ａ　

法
令
に
基
づ
き
、
国
や
県

が
行
う
仕
組
み
で
あ
る
た
め
、
独

自
に
調
査
を
行
う
考
え
は
な
い
。

Ｑ　

県
の
条
例
改
正
で
市
が
行

っ
て
い
た
水
質
や
大
気
に
関
す
る

業
務
は
県
に
移
管
さ
れ
た
の
か
。

Ａ　

河
川
水
質
の
常
時
監
視
は

条
例
改
正
に
か
か
わ
ら
ず
、
法
に

基
づ
き
県
の
事
務
と
な
る
。

Ｑ　

県
環
境
科
学
セ
ン
タ
ー
の

技
術
職
員
が
61
人
か
ら
21
人
に
減

っ
て
い
る
が
、把
握
し
て
い
る
か
。

Ａ　

研
究
を
公
的
に
行
う
必
要

性
な
ど
を
勘
案
し
、
人
員
は
縮
小

傾
向
に
あ
る
と
推
測
し
て
い
る
。

Ｑ　

環
境
保
全
課
に
は
化
学
系

の
専
門
職
員
が
１
人
し
か
い
な
い

が
、
複
数
人
配
置
す
る
考
え
は
。

Ａ　

専
門
職
員
を
新
た
に
配
置

す
る
状
況
に
は
な
い
と
考
え
る
。

●
危
険
な
オ
ス
プ
レ
イ
の
飛
行
に

反
対
を
し
な
い
か

Ｑ　

米
空
軍
の
オ
ス
プ
レ
イ
は

機
体
不
備
に
よ
り
地
上
待
機
の
措

置
を
と
っ
た
が
、
厚
木
基
地
に
飛

来
す
る
機
種
と
構
造
は
同
じ
か
。

Ａ　

国
か
ら
は
機
体
構
造
と
基

本
性
能
は
同
一
と
聞
い
て
い
る
。

●
旧
保
健
医
療
セ
ン
タ
ー
の
利
活

用
に
つ
い
て

Ｑ　

県
知
事
が
大
和
綾
瀬
地
域

児
童
相
談
所
を
本
市
に
移
転
す
る

と
表
明
し
た
が
、
身
近
に
相
談
所

が
設
置
さ
れ
る
こ
と
で
、
子
ど
も

へ
の
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
に
つ
な
が

る
と
思
う
が
、
市
の
考
え
は
。

Ａ　

相
談
所
は
児
童
虐
待
の
対

応
を
は
じ
め
、
子
ど
も
に
関
わ
る

業
務
が
多
く
あ
り
、
必
要
な
施
設

と
考
え
る
。
一
刻
も
早
く
開
設
で

き
る
よ
う
、
県
に
協
力
を
行
う
。

Ｑ　

児
童
相
談
所
が
市
内
に
移

転
す
る
メ
リ
ッ
ト
は
。

Ａ　

児
童
虐
待
の
相
談
支
援
や

事
案
が
発
生
し
た
場
合
、
迅
速
な

対
応
が
期
待
で
き
る
。

●
学
校
給
食
に
つ
い
て

Ｑ　

学
校
給
食
の
沿
革
は
。
ま

た
、
令
和
５
年
度
以
降
の
物
価
高

騰
へ
の
課
題
の
取
り
組
み
は
。

Ａ　

昭
和
21
年
に
綾
瀬
小
学
校

と
４
分
校
で
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
お
母
さ
ん

た
ち
の
協
力
で
始
ま
り
、
41
年
に

小
・
中
学
校
で
完
全
給
食
が
始
ま

っ
た
。ま
た
、物
価
高
騰
に
は
、
米

飯
の
飯
缶
方
式
へ
の
移
行
で
生
じ

る
減
額
分
な
ど
で
対
応
す
る
。

Ｑ　

献
立
を
作
成
す
る
上
で
の

留
意
点
は
。
ま
た
、
客
観
的
な
評

価
は
ど
う
行
わ
れ
て
い
る
か
。

Ａ　

原
案
を
約
５
か
月
前
に
作

成
し
、
４
か
月
前
に
審
議
決
定
す

る
が
、
限
ら
れ
た
予
算
の
中
で
味

や
栄
養
面
な
ど
を
考
慮
し
な
が
ら

作
成
し
て
い
る
。ま
た
、学
校
食
育

担
当
者
会
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
試
食
会
、

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会

な
ど
で
評
価
を
も
ら
っ
て
い
る
。

●
行
政
課
題
に
応
じ
た
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
の
設
置
に
つ
い
て

Ｑ　

総
合
計
画
２
０
３
０
に
掲

げ
る
戦
略
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
現
に

向
け
、
行
政
課
題
に
応
じ
て
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
設
置
し
て
い

る
が
、
設
置
の
意
義
や
現
状
、
職

員
へ
の
影
響
、
今
後
の
方
針
は
。

Ａ　

特
定
課
題
の
解
決
に
向
け

て
、
部
局
の
枠
を
超
え
、
庁
内
で

連
携
し
て
施
策
展
開
を
行
う
た
め

設
置
し
て
お
り
、
事
業
実
施
や
予

算
化
に
つ
な
げ
た
。
参
加
職
員
が

所
属
に
戻
り
、
課
題
意
識
を
共
有

す
る
こ
と
に
よ
り
、
全
職
員
で
課

題
認
識
が
で
き
る
効
果
が
あ
る
。

今
後
も
多
様
化
す
る
市
民
ニ
ー
ズ

に
対
応
し
、
庁
内
連
携
に
よ
り
事

業
を
展
開
で
き
る
よ
う
、
継
続
的

に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
設
置

し
、
取
り
組
ん
で
い
く
。

●
公
共
下
水
道
事
業
の
効
率
的
な

経
営
に
つ
い
て

Ｑ　

消
化
ガ
ス
発
電
事
業
の
具

体
的
な
進
捗
状
況
は
。

Ａ　

令
和
４
年
４
月
に
基
礎
工

事
に
着
手
し
、
６
年
４
月
か
ら
の

消
化
及
び
発
電
施
設
の
運
転
開
始

を
目
指
す
。

Ｑ　

汚
泥
の
削
減
の
見
込
み

は
。
ま
た
、
建
設
に
必
要
な
費
用

に
対
す
る
整
備
効
果
は
。

Ａ　

新
た
に
導
入
す
る
消
化
槽

は
、
見
込
み
量
と
し
て
、
年
間
４

０
０
０
ト
ン
の
汚
泥
を
減
量
で
き

る
予
定
で
あ
る
。ま
た
、20
年
間
で

約
25
億
円
の
汚
泥
処
分
費
が
必
要

と
な
る
が
、
ガ
ス
の
売
却
益
か
ら

建
設
費
な
ど
を
差
し
引
き
し
て
、

約
５
億
円
の
収
益
が
見
込
め
る
。

●
市
の
公
金
管
理
と
運
用
に
つ
い
て

Ｑ　

今
後
、
税
収
減
な
ど
厳
し

い
財
政
状
況
が
予
想
さ
れ
る
中
、

基
金
残
高
推
移
の
確
認
や
債
券
運

用
を
行
う
な
ど
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
効
率
的
な
公
金
運
用
を
行
う
べ

き
と
考
え
る
が
、
市
の
考
え
は
。

Ａ　

令
和
４
年
度
に
基
金
の
一

部
で
地
方
債
を
購
入
し
て
お
り
、

今
後
10
年
間
は
半
年
ご
と
に
運
用

益
が
見
込
ま
れ
る
。社
会
、経
済
情

勢
を
見
極
め
、
公
金
の
確
実
か
つ

効
率
的
な
運
用
を
図
っ
て
い
く
。

Ｑ　

基
金
の
流
動
性
を
確
保

し
、
効
率
的
な
運
用
が
図
れ
る
よ

う
、
各
基
金
を
一
体
で
運
用
し
て

い
く
よ
う
取
り
組
む
考
え
は
。

Ａ　

各
基
金
を
一
体
で
運
用
す

る
こ
と
が
有
効
な
手
段
と
考
え
て

お
り
、
今
後
、
基
金
所
管
課
と
調

整
を
図
り
、運
用
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ　

債
券
の
流
動
化
促
進
に
よ

る
運
用
効
率
を
上
げ
、
金
利
の
変

動
に
合
わ
せ
て
買
い
換
え
る
こ
と

や
、
現
先
取
引
を
活
用
し
た
短
期

資
金
調
達
も
で
き
る
、
国
債
の
購

入
を
検
討
し
て
い
く
考
え
は
。

Ａ　

専
門
的
な
知
識
が
必
要
な

た
め
、
国
債
に
よ
る
基
金
の
運
用

方
法
と
併
せ
、
短
期
資
金
確
保
の

方
法
も
調
査
研
究
し
て
い
く
。

Ｑ　

効
率
的
な
公
金
運
用
を
図

る
た
め
、
市
公
金
管
理
運
用
要
綱

の
見
直
し
を
検
討
す
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。

Ａ　

現
要
綱
に
基
づ
き
、
複
数

の
基
金
を
一
体
の
資
金
と
し
て
運

用
し
て
い
た
こ
と
が
あ
る
た
め
、

今
後
、
運
用
を
進
め
る
中
で
見
直

し
の
要
否
を
判
断
し
て
い
く
。

令和 4年（2022年）11月 第197号あ　や　せ　市　議　会　だ　よ　り （ 4）


